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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月31日(2015.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　未使用のポリオレフィン系重合体を含む基材成分１００重量部に対して、
（Ｄ）多孔質粒子に水性媒体が充填された貯水材であって、前記多孔質粒子が疎水性重合
体から構成され、前記水性媒体は両親媒性高分子を含み、水性媒体の充填割合が貯水材全
重量に対して３０～７０重量％である貯水材１～５重量部、を溶融混練して得られる樹脂
組成物。
【請求項２】
　ポリプロピレン系樹脂と、
　必要に応じて、エチレンと、炭素原子数３～８のα－オレフィンから選ばれる少なくと
も１種のα－オレフィンからなるエチレン・α－オレフィン共重合体、とから構成される
基材成分１００重量部に対して、
（Ｄ）多孔質粒子に水性媒体が充填された貯水材であって、前記多孔質粒子が疎水性重合
体から構成され、前記水性媒体は両親媒性高分子を含み、水性媒体の充填割合が貯水材全
重量に対して３０～７０重量％である貯水材１～５重量部、を溶融混練して得られる樹脂
組成物。
【請求項３】
　前記基材成分が、
（Ａ）（ａ－１）ＪＩＳ　Ｋ　７２１０に準拠した方法で測定したメルトフローレート（
ＭＦＲ、２３０℃、２１．１６Ｎ荷重）が１０～３００ｇ／１０ｍｉｎであって、プロピ
レンから導かれる構成単位の含量が９８～１００ｍｏｌ％であり、エチレンと炭素原子数
４～８のα－オレフィンから選ばれる少なくとも１種のα－オレフィンから導かれる構成
単位の含量が０～２ｍｏｌ％であるプロピレン系重合体５０～９０重量部、
（ａ－２）１３５℃デカリン中で測定した極限粘度［η］が１．５～９ｄｌ／ｇ、エチレ
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ンから導かれる構成単位の含量が３０～６０ｍｏｌ％であるプロピレン・エチレン共重合
体０～３０重量部、
からなり、（ａ－１）と（ａ－２）の合計が３０～８０重量部であるポリプロピレン系樹
脂と、
（Ｂ）エチレン含有率が６５～９５ｍｏｌ％である、エチレンと、炭素原子数３～８のα
－オレフィンから選ばれる少なくとも１種のα－オレフィンからなるエチレン・α－オレ
フィン共重合体１～３０重量部（（Ａ）と（Ｂ）の合計が１００重量部）とからなる、請
求項２に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
　前記（Ｄ）貯水材に含まれる両親媒性高分子が、下記一般式（Ｉ）で表される構造であ
る請求項１または２に記載の樹脂組成物。
【化１】

［一般式（Ｉ）中、Ｒ1は、炭素原子数１～６のアルキル基であり、
　ＡおよびＢは、炭素原子数１～６のアルキル基、または、－Ｚ－Ｒ2－Ｒ3で表される基
であり、Ｚは、－ＣrＨ2rＯ－の構造（ｒは１～１０の整数）を有し、各々同じか異なっ
ていてもよく、
　Ｒ2は、－（Ｃ2Ｈ4Ｏ－）n（Ｃ3Ｈ6Ｏ－）mの構造（ｍは０または１～４の整数であり
、ｎは１～１２の整数）であり、それぞれｎ回およびｍ回繰り返される単位の配列は、ブ
ロックまたはランダムであってよく、
　Ｒ3は、ＯＨ基または炭素原子数１～６のアルキル基であり、
　ｘは、０または１～３の整数であり、
　ｙは、０または１～３の整数であり、
　一般式（Ｉ）であらわされる分子は常に、－Ｚ－Ｒ2－Ｒ3で表される基を少なくとも１
つ有する。］
【請求項５】
　前記一般式（Ｉ）において、
　Ａが、メチル基または－Ｚ－Ｒ2－Ｒ3の基であり、
　Ｂが、メチル基であり、
　Ｒ2が、－（Ｃ2Ｈ4Ｏ－）n（Ｃ3Ｈ6Ｏ－）mの構造（ｍは１または２であり、ｎは５～
９の整数）である請求項４に記載の樹脂組成物。
【請求項６】
　前記（ａ－１）プロピレン系重合体のメルトフローレート（ＭＦＲ、２３０℃、２１．
１６Ｎ荷重）が１０～１００ｇ／１０ｍｉｎであり、アイソタクティックペンタッド分率
（ｍｍｍｍ）が９５．０～９９．０である請求項３に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　前記（ａ－１）プロピレン系重合体のメルトフローレート（ＭＦＲ、２３０℃、２１．
１６Ｎ荷重）が１０～１００ｇ／１０ｍｉｎであり、アイソタクティックペンタッド分率
（ｍｍｍｍ）が９６．５～９９．０である請求項３に記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の樹脂組成物からなる成形体。
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